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2022年6月7日（火）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録:佐々木結南

	菅原
	斎藤
	鳥谷部
	戸賀沢
	藤田
	佐々木（し）
	蕨野

	業務
	○
	○
	業務
	〇
	○
	○

	山田
	久保
	佐々木（結）
	
	
	
	

	業務
	年休
	○
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう。
対象利用者様→山下　拓也様
・教育委員会より　今年度の医療福祉学会は、11月3日に予定通り計画している為、演題を募集します。各部署で研究に取り組みましょう。演題提出締め切りは6月15日(水)。
· 6/13～弘前大学のOT実習生の研修あり。

· 7/4～8/26 東北メディカル学院のOT実習生の研修あり。
＜利用者様情報＞
デイケア
・赤石　陽介様　～来所して早々にスタッフへ「レボトミン飲んで良い？」と話し掛けがある。体調を確認すると表情をしかめて「イライラする。」と返答している。原因については「よく分からない。」と。しかし、訪問看護の回数や服薬・デポ剤などの不満を話している。
・久慈　邦夫様　～昨日、突然スタッフへ近づき、職員（事務長）の人柄を教えて欲しいと話し掛けてくる。青陽館の住所について問い合わせをしたにもかかわらず納得できる返答がもらえなかったこと（事務長として法的な知識を有している必要があるにもかかわらず、返答内容が曖昧だったと本人は主張）、知り合いの弁護士に法人職員はどうあるべきか法的に絡めた関わりについて問い合わせをしている最中であること等を話し始め、徐々に声高になる。テレビを見ている利用者様が何度か咳払いをしているが話が止まらず、スタッフからも同じ話を繰り返していること、テレビを見ている利用者様がテレビの音声が聞き取れずにいること等を伝えるも話し続けている。利用者様が本人の側へ来て話し声でテレビの音が聞こえないので別の場所に移動するように伝えるが聞き入れず、「ぶっ殺すぞ」等と怒鳴り合いになる。スタッフ介入し、各々の席に戻って冷静になるよう声を掛けると読書を始める。その後、相手の利用者様に謝罪している。

・曽我　泰庸様～　昨日、特定利用者様が声高にスタッフに話し掛けており、テレビの音声が聞き取りにくくなっているため、辞めるように何度か大きな咳ばらいをしているが全く気にすることなく話し続けており、側に行ってテレビの音が聞こえないため場所を移動するよう話すも聞き入れられず怒鳴り合いになる。スタッフ介入し、各々の席に戻り冷静になるよう声を掛けると席に戻ってテレビを観て過ごしている。その後、特定利用者様から謝罪されると応じており、その後同様のトラブルに発展することはない。
ショートケア
特記する利用者様はおりません。
デイナイトケア

・古舘　正行様～　味噌汁明日の昼からコップで。(ストロー辞めて)

